





































































































C(79) 女性。夫とは 40 代のころに離婚しており、再婚等はしていない。現在は 2 人の娘と暮らしてい
る。家ではほとんどの家事を担当しているが、脚に痛みがあり、がんの手術もしたことで、主に
身体的困難を感じている。また、かつての親戚関係での不和についても語っている。 


















聞き取るため、質問項目 3 を設けた。以下では、この中高齢期(50 歳)以降の葛藤について
の質問への回答を分析の対象とする。 
 
 表 2．協力者への主な質問項目 




































 研究 1 では、高齢期以降の葛藤に対する対処行動を検討する。そのために、次の 2 つの
分析を行う。まず、分析 1 においては協力者から語られた困難の語りの内容をまとめ、そ
のカテゴリーを示した。次に、語られた困難に伴う葛藤はどのようなものかを分析し、本








カテゴリー A B C D 
経済的困難 〇 〇 × × 
身体的衰え × × 〇 〇 





























































































































































分析 2 においては、分析 1 で示した問題や葛藤に対して各個人が行っている対処行動に
ついて検討する。その際、質問項目２と３の下位質問である「その時はどのような対処を






















A × 〇 × × × × 
B 〇 〇 〇 〇 × 〇 
C 〇 〇 〇 〇 〇 × 
10 
 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カテゴリー名 定義 下位カテゴリー 下位カテゴリー定義 
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